
文化祭を終えて 

平成 30年 9月 8日 

 

●皆さん、この 2日間、力を出し切れましたか？ 

 

心配していた雨は、多少あったものの大勢に影響はなく、 

開会式で「雨雲をぶっ飛ばすくらいの思いっきりのパワーを」 

と言ったら、本当に雨雲を吹き飛ばしてくれました。 

 

クラスやクラブの発表のほか、 

オープニングや中夜祭でのパフォーマンスも、 

笑顔と歓声が溢れ、文化祭を大いに盛り上げてくれた。 

かっこよかった。 

 

●私は、3年生の演劇中心に観ていました。 

キャスト、大道具・小道具、衣装、音響・照明、脚本、演出・監督  

それぞれが、本番の緊張感のもと、集中して自分の役割を果たし、 

それらが合わさったときに、クラス全体が一体感に包まれる。 

粗削りで急ごしらえ感のあるのが微笑ましく、 

力を合わせて頑張っていることが伝わってきた。 

 

劇の合間に校舎の展示を駆け足で巡り、見たり、食べたり。 

それぞれに工夫が凝らされていた。 

 

そして、合唱コンクール。 

「さすが 3年生」だなぁ。 ずっと、このまま、聴いていたいと思った。 

3年生の頑張りは、後輩にいいものを示してくれた。 

1･2年生は、来年、さらにいい文化祭・合唱コンクールになるよう頑張ってください。 

 

●最後に、 

文化祭全体の運営に力を尽くした自治会執行部の人たち、ご苦労様。 

また、受付、金券、ステージなどを担当し、支えてくれた人たち、 

すべてが大切な役割でした。 お疲れ様。 

そして、応援してくれた家族の方に感謝の気持ちを忘れずに。 

PTAの方々もありがとうございました。 

それから、先生にも。  

文化祭担当の先生も、担任の先生も、係の先生も、 

君たちにいい文化祭を経験してもらおうと頑張っておられました。 

 

●この 2日間、あちらこちらでパワーが溢れていた文化祭でした。  

力を合わせて 1つのことに取り組んだこの経験。  

さぁ、ここから何を学んだか。 

それを今後の学校生活に生かしてこそ、本当の値打ちがある。 

 

2日間 心地よい時間だった。 どうもありがとう。 お疲れ様でした。 


